
ドローン スマート林業スターターパック

スマート林業に必要な業務用ドローンのセット（機体および備品、ソフトなど）と

ドローン操縦＆データ処理講習、運用サポートツールがセットになった

これからスマート林業に取り組まれる方に最適なオールインワン・パッケージです。

既にドローン機体をお持ちの方は、講習のみのご受講も可能です。

Mavic ３ ＋ × ドローン講習 × 運用サポートツール



例えば「写真測量」の場合、

事前準備や測量器具の設置、測量そのものや、その後の解析など、
多くの時間を割かれていた測量は、ドローンを活用すれば、大幅な効率化が可能です

従来の手法 ドローン写真測量

３日間 １時間



ドローン スマート林業スターターパック、3つの特長

撮影に最適化されたコンパクトで高精細な
業務用ドローンに、備品一式や写真測量ソフ
トなど、必要なものをすべてセットにしました。

Mavic ３Enterprise

採用ドローンは

林業専用カリキュラム

初心者の方も安心の

林業に特化した操縦や知識、データ解析・
活用ノウハウの習得、補助金申請方法まで

演習形式で学べます。

運用サポート
運用開始時の安心・安全も

ドローン運用を効率的に管理するツール
や万が一への備えとなる保険まで、
末永く皆さまをサポートします。



Mavic ３ Enterprise とは

業務用小型ドローンの業界標準を一新したMavic 3 Enterprise。メカニ

カルシャッター、56倍ズーム対応カメラ、cmレベルの正確な測位を実現す

るRTKモジュールを搭載し、測量やマッピングなどの業務効率の向上を実現

します。

・小型かつ高精度なカメラを搭載した運用しやすいコンパクトサイズ

・ 測量用のカメラを搭載している

・ cmレベルの正確な測位ができるRTKモジュールを搭載し、高精度な測量
データを取得



Mavic 3 Enterprise 取得データ例

十分な重なりのある多数の写真を撮影

※1haあたり数百枚

SfMソフトによる解析処理

・複数の写真に共通して写った同一点（特徴点）を自

動検出

オルソ画像を作成

・特徴点の集合(点群)からカメラに写っていたモノの

三次元形状を復元

・カメラの向きや特徴点の位置関係を最適化



Mavic ３Enterprise スペックおよびセット内容

スターターパック基本セット

機体および備品

・Mavic 3 Enterprise機体本体

・RTKモジュール

・プロペラガード

・バッテリーキット

・D-RTK 2 高精度 GNSS モバイルステーション 三脚セット

ソフトウェア

・Metashape または Pix4D

3次元点群データからオルソモザイク画像などを効率的に自動作成するSfM
（Structure from Motion）ソフトウェア

主なスペック

機体サイズ   345.5(L) x 283(W) x 107.7(H) mm

機体重量 (バッテリー含む) 915 g

最大ホバリング時間（無風） 38分

最大抵抗風速  12m/ｓ

障害物検知   全方向デュアルビジョンシステム

動作温度範囲  -10℃〜40℃

バッテリー   リチウムイオンポリマー

カメラ解像度 (静止画) 5280×3956

カメラ解像度 (動画) 4K：3840×2160@30fps



ドローン森林測量講習
ドローンの操縦技術から法律知識、解析技術や補助金申請方法まで、

林業の現場に必要な技術や知識を演習形式で習得できます。



開催実績

55現場

延べ受講人数

500名

受講満足度

90%

ブルーイノベーションは、2020年11月より、林野庁が進めるリモートセンシング技術研修事業の

補助事業者としてスマート林業導入に必要なノウハウが学べる研修を全国で提供してきました。

ブルーイノベーションの講習実績



ドローン活用のために必要なこと

① ドローンの操縦技術や法律の習得

ドローンの操縦方法や安全に関する知識に加え、森林環境特有の注意も

ドローンの操縦方法、飛行に関わる関係法令や航空法に基づく許可承認申請手続き、安全管理などの
基本的な内容に加えて、森林環境ならではの注意や技能の習得が重要です。

② 解析技術の習得

解析にどんなデータが必要か分かれば、ドローンの飛行方法も分かってくる

オルソ画像からは、苗木の植付状況の確認や植栽本数、下刈り作業における誤伐の確認等、施業の実施状況を確認するこ
とができます。そして、オルソ画像作成に必要なソフトの使い方はもちろん、航空写真測量の知識の習得も重要です。

③ 運用ノウハウの習得

データを活用した補助金申請の方法など、実運用に活かせるノウハウを

データの活用により、森林整備事業の補助金申請時の現地の確認作業を省略することが可能です。



ドローン森林測量講習の特長

林業専門のカリキュラム

ドローンの操縦方法、飛行に関わる関係法令や航空法に

基づく許可承認申請手続き、安全管理などの基本的な内

容に加えて、森林測量ならではの林業に特化したカリキュ

ラムを座学・実技に分けてご用意しています。

座学ではドローンに関連する法規や安全知識の習得、業務で使える飛行方

法・撮影方法や撮影した写真の解析方法について習得します。

データの解析～活用方法まで

ドローンにより撮影した写真からオルソ画像を作成するため

に必要となるSfMソフトの操作方法や、GISソフトによる写

真測量（面積計算）について学ぶことができます。さらに、森

林整備事業の補助金申請への活用方法など実務に役立つ内

容を演習形式で学ぶことができます。

GISソフトの基本的な操作方法から解析の手順をサンプル

データを用いながら演習形式で学ぶことができます。



カリキュラムおよびスケジュール例

時間 1日目 2日目 3日目 4日目

9:00

～

12:00

■講習概要説明

・講習会の目的やゴールを説明

■座学講習

・無人航空機概論

・航空法と許可申請

■ドローン手動操縦（実技）

・点検・整備について

・周囲、機体の飛行前確認

・アプリの説明

・基礎飛行（GNSSあり）

■ドローン手動操縦（実技）

・基礎飛行（ATTIモード）

・目視外飛行

■ドローン自動飛行（実技）

・自動飛行用アプリ操作

・連続写真の撮影

昼食 昼食 昼食 昼食

13:00

～

17:00

■座学講習

・ドローンの運用について

・安全運航管理について

・航空写真測量の概要

■ドローン手動操縦（実技）

・基礎飛行（ATTIモード）

■ドローン手動操縦（実技）

・山間部用飛行

■ドローン自動飛行計画

・自動飛行用アプリ操作

・飛行計画作成

■解析（座学＋実習）

・Agisoft metashapeの概説

・樹冠表面高モデル作成

・オルソモザイク画像の作成

・QGISの概説、面積計算



JUIDAライセンス

一般社団法人日本UAS産業振興協議会（JUIDA）は日本の無人航空機の新たな産業・市場の創造支援と産業の健全な発展への貢献を目

的とし、2014年7月に設立されました。無人航空機に関連する新しい市場や産業の創出を支援することで、UAS産業の健全な成長を促

進することを目指しています。

無人航空機を安全に飛行させるため

の知識と操縦技能を有する者

無人航空機操縦技能

無人航空機の運航に関わる安全と法

律の知識を有し飛行業務の安全を管

理する者

●国内で最も長い歴史をもつ無人航空機の技能証明

●質の高いテキストを提供（バッテリー・気象・電波と無線な

ども網羅）

●2万件を超える卒業生の実績

●飛行許可を受ける際の申請書類の一部を省略することが

可能

本講習を修了することにより、上記2種類のライセンスに加え森林測量スペシャリストもあわせて取得いただくことが可能です。

詳細については edu-sales@blue-i.co.jp までご連絡ください。

本講習修了でJUIDAライセンスを取得可能

無人航空機安全運航管理者

JUIDAライセンスが選ばれる理由

mailto:edu-sales@blue-i.co.jp


登録講習機関 指定試験場JUIDA証明証

７５時間の座学＋実技の受講が必要※ 身体検査、学科試験、実地試験を受験なし

2022年12月5日から施行された国家資格制度「無人航空機操縦者技能証明等」の取得を目指します。無人航空機を飛行させるのに必要

な技能（知識および能力）を有することを証明する資格で、事前にJUIDA証明証を取得しておくと、国家資格取得がスムーズになります。

実地試験は免除される
あり ２４時間の座学＋実技の受講で良い※

（カリキュラムの差分のみ受講）

※一等免許の場合

資格取得

ドローンのご経験や取得希望免許（一等、二等）によってカリキュラム内容や必要時間が変わるため、

詳細については edu-sales@blue-i.co.jp までご連絡ください。

国家ライセンス講習 オプション

mailto:edu-sales@blue-i.co.jp


受講者の声

現場のスピードが早まった
研修を受けて、講師から一度しっかりとした講習を受けられたのは非常によかった。現在は飛行計画をしっかりたてられるようになっ

た。研修終了後も疑問に思った事も講師に確認ができ他の人にドローンの事を教える際にも自信をもって教えられるようになった。

また、研修に参加していただいた近隣の森林組合と交流し、情報交換できる繋がりが出来たのもよかった。

作業時間が短くなった
一貫作業が主流になっており、伐採後にすぐに植栽を行うようになった。特にコンテナ苗の準備が重要で「伐採後の面積測量がドロー

ンで出来るようになってから、植栽本数の確定に要していた時間が短くなった。

研修を通して一番よかったのは法律のことや
操縦技能など自信がもてるようになったこと。

島根県石央森林組合
事業課 事業課長

山田 秀幸 氏



受講者の声

上空から俯瞰できることのメリットは大きい
今までは林内に入って標準地調査するだけだったが、ドローン導入により今までの調査と合わせて、ドローンで上から撮影することに

より、木々の枝なりの状態や木の密集具合など現在の森林の状況がわかるようになり、それだけでも大きな情報が得られる。ドローン

を導入してよかった。

ドローンを使用する中で新たな発見
ドローンで空撮をみると、たとえば冬の撮影だとカラマツは落葉の影響により、オルソ画像の作成ができなかったり、オルソ画像の見
栄えが悪くなるなど発見がある。オルソ画像にするのに適した撮影タイミングは地元ならではのタイミングがあると思う。今後は、それ
らの知見を活かしていきたい。

上空から見ることで得られる情報量は多い

芦別市役所 経済建設部農林課林務係
主事

武岡 悠真 氏



運用サポートツール

運用開始時の安心・安全も

ドローン運用を効率的に管理する

ツールや万が一への備えとなる保険まで、

末永く皆さまをサポートします。



ドローンの活用シーン拡大に伴い、事故件数は年々増加傾向にあり、2021年には

139件の事故が報告されています。右表はその報告数ですが、実際には軽微事故は

この29倍、つまり4,000を超える件数があると予測されています。また、ドローン事

故による第三者に被害を与える可能性も高まっています。

これを受け、2022年6月よりドローンの登録制度が開始されるとともに、ドローンの

事故報告や飛行日誌の作成が義務化されました。

これら法規制への対応や、万が一の事故に備えるため、機体データや飛行データの記

録管理、機体保険、第三者への賠償保険など、ドローン運用に不可欠な各種サービス

をご用意しています。

ドローン運用を取り巻く現状

無人航空機に係る事故等の一覧
（国土交通省に報告のあったもの｜航空局ホームページより）
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運用サポートツール

運用開始時の安心・安全も



ドローン運用を効率的に管理する自社ツールや万が一への備えまで、皆さまを末永くサポート。

運用開始時の安心・安全も

飛行日誌・情報管理 ドローン機体向け補償 賠償補償

JUIDA入会で

（年会費 5,000円）

使い放題・無料

Webで簡単申込

各種メーカーに対応した

ドローン機体向け補償

業務にも対応し

5,000円／年額で

最大1億円補償

運用サポートツール



ドローンのフライトログや映像・解析データ、バッテリー情報な

どをクラウドで自動管理。ドローン飛行に必要な情報をいつで

も・どこでも・簡単に管理・作成・出力できます。

19

※ ご利用に際しては、JUIDA(一般社団法人 日本UAS産業振興協議会｜ https://uas-japan.org/)への入会が必要となります。
詳しくはお問い合わせください。

https://uas-japan.org/


動画がご覧になれない場合は、以下よりご覧ください。

https://youtu.be/3ncKr-sk5FI

https://youtu.be/3ncKr-sk5FI


お持ちのドローンの突発的な事故（火災・盗難・物体の衝突など）によって損傷を受けた時の損害を補償する機体向けの保険です。

事業者（法人/個人事業主）・個人問わず加入可能、日本国内で販売されているすべてのメーカーのドローンが対象となります。

ドローン機体向け補償

１．本保険の仕組み

・機体の補償：不測かつ突発的な事故により、保険の対象について生じた損害を補償します。

・賠償責任の補償：保険の対象の所有、使用または管理に起因して、被保険者が法律上の損害賠償責任を負担することによって

被る損害を補償します。

2．保険の対象、基本となる補償

・保険の対象となるドローン：総重量200g以上150kg未満（燃料、薬剤、カメラ等の付属機器を全て搭載した状態での重さを

います）で、保険金額が10万円以上1,000万円以下のドローン（人が乗って航空の用に供することができない遠隔誘導式回転

小型翼機をいい、手投げ式、カタパルト式、滑走式等の固定翼機は含みません）。

を引受保険会社とする商品です。 保険内容や費用などの詳細については https://www.blue-i.co.jp/pilot-support/#support

をご覧いただくか、edu-sales@blue-i.co.jp までお問い合わせください。

https://www.blue-i.co.jp/pilot-support/#support
mailto:edu-sales@blue-i.co.jp


被保険者が、ドローンの所有、使用または管理に起因して発生した他人の身体の障害または財物の損壊について、被保険者が法律上の

賠償責任を負担することによって被る損害を補償します。年額5,000円で、支払限度額が１回の事故につき最大１億円です。

賠償補償

人権侵害補償 事故対応特別費用補償 第三者医療費用保険金 操縦訓練費用保険金

業務上の行為に起因するプラ
イバシーの侵害について、被保
険者が法律上の賠償責任を負
担することによって被る損害を
補償。

事故によって 、被保険者がそ
の対処のために支出した費用
(文書作成費用、交通費、事故
現場の調査費用、記録費用・通
信費など)を補償。

事故によって第三者に身体の
障害が発生し、その被害者に対
して、被保険者が医療費用およ
び葬祭費用を支払うことによっ
て被る損害を補償

被保険者が事故の再発防止を
目的として専門業者によって
行われる操縦訓練を受けたと
きは、その操縦訓練費用を10
万円を限度として補償

を引受保険会社とする商品です。 保険内容や費用などの詳細については https://www.blue-i.co.jp/pilot-

support/#compensation をご覧いただくか、edu-sales@blue-i.co.jp までお問い合わせください。

https://www.blue-i.co.jp/pilot-support/#compensation
https://www.blue-i.co.jp/pilot-support/#compensation
mailto:edu-sales@blue-i.co.jp


TEL.03-6801-8781｜FAX.03-6801-8782

https://www.blue-i.co.jp/contact/skydio_starterpack.html

ドローン・スマート林業スターターパック 専用お問い合わせフォーム

edu-sales@blue-i.co.jp

Eメールでのお問い合わせ

お電話、FAXでのお問い合わせ

ブルーイノベーション株式会社 ソリューション営業二部

https://www.blue-i.co.jp/contact/skydio_starterpack.html
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